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 本資料では、実需給年度の2年度前に実施する容量停止計画の調整期間中における情報提供
についてご説明します。
 公表資料の内容について
 情報公表のスケジュールについて
 容量市場システムでの確認事項について

１．はじめに
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 供給信頼度の確保状況に関して、次の情報を提供します。
 ブロック、月毎の作業停止量
 ブロック、月毎の作業可能量_緑（追加設備量を利用する基準までの作業可能量）
 ブロック、月毎の作業可能量_赤（供給信頼度に影響を与える基準までの作業可能量）
 ブロック、月毎のEUE

 表データおよびグラフデータを提供します。以降のページで各データの詳細についてご説明します。

２．供給信頼度にもとづく情報提供について
①公表資料の内容について（1/4）

<公表情報イメージ>

表データ グラフデータ
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 表データに記載の内容は以下の通りです。ブロック、月毎の情報を提供します。
 作業可能量_緑、作業可能量_赤、作業停止量、EUE

 基準を超過している箇所については、表データで色塗り表示にしまして掲載します。
 緑塗箇所:追加設備量を利用する基準を超過している箇所
 赤塗箇所:供給信頼度に影響を与える基準を超過している箇所

２．供給信頼度にもとづく情報提供について
①公表資料の内容について（2/4)

作業可能量_緑:追加設備量を利用する基準までの作業可能量
作業可能量_赤:供給信頼度に影響を与える基準までの作業可能量
作業停止量 :点検等作業により出力停止する容量

EUE :供給信頼度(EUE)の値

※参考情報でエリア毎の情報も提供
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 グラフデータに記載の内容は以下の通りです。ブロック、月毎の情報を提供します。
 各月調達量、供給力（発動指令除く）、追加設備量を利用する基準、供給信頼度に影響を与える基準
 減額率、作業停止量、追加設備量（基準量）、作業可能量（基準量）

２．供給信頼度にもとづく情報提供について
①公表資料の内容について（3/4)

作業停止量

追加設備量
(基準量)

作業可能量
（基準量）

容量停止計画単位の
減額率算出に適用する項目

※参考情報でエリア毎の情報も提供
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 容量提供事業者さまにおかれましては、表データおよびグラフデータによって、基準を超過している箇
所や作業量を確認いただき、作業可能量に空きのある別時期への作業計画変更をご検討ください。

２．供給信頼度にもとづく情報提供について
①公表資料の内容について（4/4)

ブロック2の4月の作業が供給信頼度
に影響を与えることを確認

作業可能量に余裕のある月への停
止作業計画の変更を検討する

白抜き部分が作業停止量
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 供給信頼度の確保状況に関して毎営業日で情報を本機関HP上に掲載します。
 容量停止計画データの集計について、毎営業日15時を締めとして供給信頼度の確保状況を算
定し、翌営業日13時頃に掲載します。HPの掲載した後に、容量市場システムから掲載の旨を通
知します。

 調整期間中の各STEPの終了時に、供給信頼度確保の基準を満たしているエリアや時期について
は、調整不調電源の対象外として確定いたします。

 容量提供事業者には供給信頼度の確保状況に関する掲載情報の更新を確認いただきますととも
に、必要に応じて容量停止計画の変更・修正の対応をお願いいたします。

２．供給信頼度にもとづく情報提供について
②情報公表のスケジュール

項目 スケジュール

容量停止計画の状況確認
毎営業日15時締めで

供給信頼度確保状況を集計
※15時~18時の間は変更・取下げができません

供給信頼度の確保状況の公表 翌営業日13時頃を予定
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 調整期間中、下記の各STEP終了時点での調整不調電源に該当している状況が容量市場システ
ムへ登録されます。登録完了後、システムよりメールにてお知らせします。
 STEP1  ・・・ 2022年11月01日～2022年11月11日（条件:全電源が計画変更可能）

 STEP2  ・・・ 2022年11月14日～2022年12月02日（条件:供給信頼度に影響を与える月への計画変更不可）

 STEP3  ・・・ 2022年12月05日～2022年12月23日（条件:原則、調整不調電源が計画変更可能）

 STEP4  ・・・ 2022年12月26日～2022年12月28日（供給信頼度に影響有の状況が解消されない場合のみ実施）

２．供給信頼度にもとづく情報提供について
③容量市場システムでの確認事項について

＜調整不調電源情報の確認項目＞
・対象日数
・減額率
・広域機関判断結果

＜容量市場システムでの確認イメージ＞

＜調整不調電源情報の減額の算定について＞

容量市場システム上で確認できる対象日数・減
額率は応札単位にまとめた値となります。

容量市場システムに登録された減額率・日数
データをもとに減額の算定を行います。
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 容量市場システムに登録される減額率および調整不調日数は、次の手順で算定されます。
（１）調整不調エリア・月の判定
（２）提出済みの容量停止計画の調整不調電源の判定
（３）調整不調電源の減額算定（容量停止計画単位で減額率・停止日数から算定）
（４）（３）で算定した容量停止計画ごとの減額（円）を電源等識別番号単位（応札単位）に集計
（５）（４）で集計した減額（円）から減額率（％）、調整不調日数（日）を算定※

※減額率、調整不調日数が両方変数のため、算定は減額率を0.3％相当で固定し、調整不調日数を算定

※減額率、調整不調日数は小数第4位で登録されます

（参考）減額率・調整不調日数の容量市場システム登録値について


